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研究成果の概要（和文）：　ヤップ群島は太平性諸島の西縁に位置する海洋島である。本研究では、ヤップ群島
の陸産貝類相について初めての調査を行い、ヤップ群島および周辺地域の陸産貝類の分類学的研究を行った。そ
の結果、ヤップ群島から12科18種の陸産貝類を確認した。その中で確実に固有種と考えられるものは3種で、多
くの種は移入種と広域分布種であった。ゴマガイ類はすべて固有種で、ヤップ群島内で種分化したと考えられ
る。ヤップ群島の陸貝相が近隣のパラオ諸島と比べて著しく貧弱なのは、面積が小さく、島の歴史が浅いことに
加えて、石灰岩地がないことが原因と考えられる。

研究成果の概要（英文）：YYap Islands are oceanic islands that located between Mariana and Palau 
Islands in the western Pacific. Although there are few fragmentary records of land snails from Yap 
in 1800th, land snail fauna of the islands have not been known. In this study, land snail fauna of 
Yap Islands was surveyed and 18 species of land snails were found from the islands. Most of these 
snails are introduced or widely distributed species, while only three species are considered to be 
endemic. All diplommatinids from Yap are undescribed and endemic species. It is strongly suggested 
that these endemic diplommatinids have radiated within the islands. Poor land snail fauna of Yap 
Islands may be attributable to the small island area, the low altitude, the relatively young age, 
and the lack of limestone area which is suitable for habitats of land snails.

研究分野：動物系統分類学
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１． 研究開始当初の背景 
 
 太平洋諸島は多数の海洋島から構成され、
いずれも他の地域から完全に隔離されてき
たため、独自の進化を遂げた固有の動植物が
数多く生息することで知られている。しかし、
人類の移住と経済活動に伴う自然環境の破
壊や外来生物の移入により、これら固有種の
多くが絶滅の危機に直面している。陸産貝類
（カタツムリ）は太平洋諸島に生息する陸上
動物としては最も多様に分化した動物の一
つで、1500 種以上もの固有種が知られていた。
残念なことに、これら太平洋諸島の固有陸貝
の大半は既に絶滅し、生き残った種も危機的
な状態にある(Solem 1976; 1983; 1990)。例
えば、ハワイ諸島では固有陸貝の約 90％が既
に絶滅しており、固有陸貝が生存する幸運な
地域でも、わずかな種が局限された範囲に生
き残るだけで地域固有の陸貝相はほぼ壊滅
している(Cowie & Holland, 2008)。これは
人間による生物種の絶滅が既に起きてしま
った、最も深刻な事例とされている(Solem, 
1983)。 
 ヤップ群島は太平性諸島の西縁に位置し、
4 つの島から構成される。ヤップ群島は、近
隣のパラオ諸島からは 450ｋｍ、グアム島か
らそれぞれ 800ｋｍ以上も隔離された海洋島
であり、そこには独自の進化を遂げた固有の
陸上動物が生息すると考えられる。しかし、
ヤップ群島の陸産貝類については、1800 年代
に断片的な報告がいくつかあるだけで、その
陸貝相は全く研究されていない。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、これまで全く注目されて
いなかったヤップ群島の陸産貝類相を明ら
かにし、種多様性保全のための基礎的データ
を得ることである。 
 
3. 研究の方法 
 
 現地調査で得られた資料、国内外の博物館
に所蔵されている標本を精査し、ヤップ群島
産陸産貝類の分類学的研究を行った。また、
ヤップ群島産種に近縁と思われる近隣地域
（パラオ諸島、カロリン諸島、マリアナ諸島）
の陸産貝類の分類学的研究もあわせて行っ
た。 
 陸産貝類の一部については、分子系統解析
を行った。腹足組織から DNAを抽出し、PCR
法により複数のマーカー領域(mt-CO1,ND1, 
Cytb, nuc-ITS1,2) を 増 幅 し た 後 、
direct-sequencing により塩基配列を決定し
た。塩基配列を近縁種とアライメントした後、
最尤法により系統解析を行った。実験方法は
Shimizu & Ueshima (2000)とMotochin et 
al.(2017)に従った。 
 
４．研究成果 

（1） 本研究の結果、ヤップ群島から 18種
の陸産貝類を確認した。これらの内、確実に
固有種と考えられる種は 3種であり、ヤップ
群島の陸貝相はアフリカマイマイ、オカクチ
キレガイ、アシヒダナメクジ等の移入種が多
い。一方、地理的に最も近いパラオ諸島では
166 種もの陸産貝類が生息し、その 90％以上
が固有種である(Rundell 2010, Ueshima 
unpublished)。両諸島を比較すると、ヤップ
群島の陸産貝類相はきわめて貧弱で、かつ固
有種率が著しく低い。陸貝相が貧弱な原因と
しては、ヤップ群島の面積が小さく、標高も
低いため環境の多様性が低いこと、さらに陸
貝の至適な生息環境である石灰岩地がない
ことが考えられる。また太平洋諸島に固有の
科であるエンザガイ科やポリネシアマイマ
イ科に属する種はヤップ群島からは発見さ
れなかった。これらの科は近隣のパラオ諸島
やマリアナ諸島に複数の固有種が生息し、特
にエンザガイ科では地域ごとに種分化して
おり、この点においても両諸島とは対照的で
ある。 
 
（2） ゴマガイ科では 3 種の固有種が確認
された。これらの固有種はいずれも左巻きの
貝殻と高円錐型に突出した蓋をもつ未記載
種である。一般にゴマガイ科では蓋は扁平で
円盤型であり、ヤップ群島固有種の蓋は特異
な形態をしている。パラオ諸島には蓋の中心
部 が 隆 起 す る 種 と し て Hungerfordia 
spiroperculata Yamazaki & Ueshima, 2015
があり、ヤップ群島固有種との類縁性が疑わ
れたため、解剖学的特徴や貝殻内部構造の比
較を行った。その結果、ヤップ群島固有種は
Hungerfordia 属ではなく、広義の Palaina 属
の 一 員 で あ る こ と が 判 明 し 、 H. 
spiroperculata とは近縁ではないことが分
かった。ヤップ群島の固有ゴマガイはヤップ
群島の中で複数の種に分化したと考えられ
るが、固有種の種数はパラオ諸島と比べて著
しく少ない。これはヤップ群島の歴史が新し
いことを反映していると考えられる。ヤップ
群島のゴマガイ類は自然林の落葉下に生息
しており、数少ない群島固有種として重点的
に保全すべきものである。 
 
（3） Kororia palauensis (Semper, 1870)
はパラオ諸島から記載されたベッコウマイ
マイ科の 1種であるが、本種はヤップ群島に
も生息することが確認された。貝殻や解剖学
的特徴にはパラオ諸島産の個体群との差が
ないため、分子系統解析を行ったところ、ヤ
ップ群島の個体群とパラオ諸島の個体群と
の間に遺伝的分化がほとんどないことが判
明した。ヤップ群島に本種が生息するのはパ
ラオ諸島からの人為分散によるものと考え
られる。 



 
（4）ヤップ周辺地域の陸産貝類の分類学的
再検討として、Chuuk 島の陸産貝類について
も見直しを行った。Chuuk には未記載種と考
えられる固有種が 1種確認された。本種は広
義の Palaina 属の一員であるが、ヤップ群島
やパラオ諸島、マリアナ諸島に生息する種と
は近縁ではないと考えられる。ゴマガイ科は
ヤップ群島、マリアナ諸島、パラオ諸島、カ
ロリン諸島に広く分布するが、それぞれの地
域で独自の進化を遂げた固有種から構成さ
れ、諸島間の広域分散はほとんどないと考え
られる。また、Chuuk 島のナンヨウエンザガ
イ科は固有属 Trukcharopa に分類され、パラ
オ諸島産のPalline 属に近縁であると考えら
れてきた(Solem,1982)。しかし、解剖学的特
徴を詳細に再検討したところ、Palline の模
式種である P. notera Solem, 1982 は
Semperdon 属に近縁であり、Trukcharopa と
は近縁ではないことが判明した。Semperdon
属はパラオ諸島とマリアナ諸島に両方に分
布する。ナンヨウエンザガイ科ではマリアナ
諸島とパラオ諸島間での分散があったが、カ
ロリン諸島とパラオ諸島間では海を超えた
広域分散はなかったと考えられる。 
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